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【はじめに】 

Bi2Sr2CaCu2Ox（Bi-2212）の特異な結晶構造に起因す

る固有 Josephson 接合を利用したテラヘルツ発振に関す

る研究が精力的に進められている．我々は，両面加工法

を用い異なる面積をもつ内部接合スタック作製し，液体

窒素温度下でその特性評価を行ってきた．図 1 に直流バ

イアスした発振素子と対向した位置に配置した電磁波

検出用の固有接合素のゼロ電圧電流の抑制の様子を調

べた結果の典型例を示す．(a)図に示した発振素子(nts6)

の面積は 12×94μm
2，(b) 図に示した発振素子(at39)の面

積は 8×45μm
2である．いずれの発振素子においても電流

-電圧特性上にはこぶ状構造が観測され，検出素子のゼ

ロ電圧電流はこの位置で大きく抑制さることを実験的

に見出している．この結果は，他の素子においても再現

性良く観測されており，77K での THz 発振を示唆して

いる．一方で，多くの研究グループによって報告されて

きた液体窒素温度以下の温度範囲での特性評価につい

ては行えていなかった．今回は，液体窒素温度以下で発

振素子の電流-電圧特性評価ならびに電磁波検出を試み

た． 

【実験および結果】 

測定は，液体ヘリウム容器に測定治具を挿入して行

い，測定温度は容器内の試料位置を変えることで制御し

た．図 2にサンプル at39を 60Kで測定した結果を示す．

発振素子の電流-電圧曲線上には 77K で見られたこぶ状

構造は観測されず，検出素子のゼロ電圧電流は発振素子

内に含まれるすべての固有接合が電圧状態にスイッチ

した後に単調減少するだけであった．40K においても同

様の測定を行ったが，電流電圧特性上にこぶ状構造は観

測されず，60K とほぼ同様の振る舞いを示した．現在，

他の素子の温度依存性についても測定を進めており，発

振素子の電流-電圧特性と発振の関係について報告する． 

図 1 液体窒素温度下での発振素子の電流-電

圧特性と発振の検出 

図 2 60Kでの発振素子の電流-電圧特性と発振

の検出． 

(a)nts6 

(b)at39 

at39 

第 60 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2013 春　神奈川工科大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

27p-G3-12

11-051


